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研究成果の概要（和文）：医学部3年次と4年次の臨床科目にチーム基盤型学習を導入し、検査、診断、治療の選択とい
った現場で間違いのおこりやすい臨床判断を疑似体験させ、医療安全教育に役立たせるようにした。
また実際に使用していた手術室やICU移転後をシミュレーションラボとして改築し、臨床現場を再現した訓練ができる
ようになった。これをうけて病棟における急変（心肺停止）や遺伝相談といった医療安全を念頭においた多職種連携の
臨床シナリオを作成し、卒業前の6年次に行っているAdvanced OSCE（実技試験）に導入した。すべての試験はビデオ撮
影し、前もって策定した評価項目にしたがって点数化し、卒業判定の一部として用いている。

研究成果の概要（英文）：Our department introduced team-based learning to the third- and fourth-year clinic
al subjects, in order to: 1) simulate students in making clinical judgments on matters likely to be misjud
ged by healthcare providers, such as the selection of examination, diagnosis, and treatment; and 2) promot
e knowledge on medical safety based on such an experience.
In addition, we renovated our operation rooms and ICU to enable students to receive simulation-based train
ing in clinical settings. We also created a multidisciplinary clinical scenario in consideration of medica
l safety, such as dealing with rapid medical changes occurring on wards (e.g., cardiopulmonary arrest) and
 holding genetic consultations, and introduced the scenario to Advanced OSCE (practical examination) that 
is carried out during the 6th year. All examinations are videotaped, scored based on pre-established evalu
ation items, and used in determining students' graduation.
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１．研究開始当初の背景 

医療安全は現代医療において大きな前提で

あり、その達成には多職種の連携が有効で

ある。一方その教育は画一的で、単発の動

作・手技の反復に終始し、臨場感に乏しか

った。本学は阪神淡路大震災や JR 福知山線

脱線事故を経験し救急教育に力をいれてお

り、また Advanced OSCE にも豊富な経験を

有している（医学教育 38：103-110，2007）。

そこで今回の研究では、①シミュレーター

などスキルスラボを用いた多職種連携教育、

②スキルスラボと模擬患者を用いた臨場感

のあるシナリオ、③実技の客観的評価、④

卒前・卒後もボーダーレスなどを念頭に、

新たな実技教育体系を提案したいと考えた。 
 
２．研究の目的 

救急、手術室などの臨床現場を再現したス

キルスラボを編成し、医療安全を念頭にお

いた多職種連携の臨床シナリオの作成、さ

らに実技試験としての評価項目を設定する

ことにより、多職種医療人に対してチーム

医療に基づいた医療安全教育のプログラム

を確立する。 
 
３．研究の方法 

医学部 3年次と 4年次の臨床科目にテュー

トリアル教育やチーム基盤型学習といった

能動的学習を導入し、臨床シナリオを多数

作成し、検査、診断、治療の選択といった

現場で間違いのおこりやすい臨床判断を疑

似体験させ、医療安全教育に役立たせるよ

うにした。プレクリニカル教育の一環とし

て、4年を対象に 6名一組のトリアージチ

ームを組み、大規模交通災害が起こった現

場を想定し、多発外傷患者や心肺停止患者

を含むシナリオを用いたトリアージ訓練を

行った。 

また実際に使用していた手術室や ICU 移転

後をシミュレーションラボとして改築し、

臨床現場を再現した訓練ができるようにな

った。これをうけて病棟における急変（心

肺停止）や遺伝相談といった医療安全を念

頭においた多職種連携の臨床シナリオを作

成し、卒業前の 6 年次に行っている

Advanced OSCE（実技試験）に導入した。す

べての試験はビデオ撮影し、前もって策定

した評価項目にしたがって点数化し、卒業

判定の一部として用いた。 

 

４．研究成果 

(1)多職種連携の臨床シナリオ作成 

医学部（3年次）、看護、薬学、リハビリ

テーション（4年次）の 2大学 4学部の学

生全員参加による科目「チーム医療演習」

に用いる臨床シナリオを 2パターン作成し、

テュートリアル形式で問題抽出、役割分担、

今後の方針をディスカッションさせ、発表

させた。各グループは約 7名の全学部混成

チームとして構成され、医療人育成センタ

ー看護職員ならびに医療大学教員の協力で、

各職種の役割分担を考えさせるとともに、

チームとしてディスカッションし、協力し

ていく臨床現場のシミュレーションができ

た。 

 

(2)臨床推論トレーニングへ双方向システ

ムの導入 

医学部 4年次にタブレット端末と moodle

を用いてチーム基盤型学習(TBL)の手法を

導入し、臨床推論訓練を行った。ここでは

検査や治療の選択によりチームとして評価

されるという、paper patient の症例シナ

リオではあるが、臨床現場に近い判断が求

められることになる。 

最終成績は 65 点前後から 90 点前後まで幅

広く分布し、評価としての識別が良い科目

となった。学生に対して行ったアンケート

結果では通常の講義型学習と較べて、この

方法では学習効果があったとする学生が多

かったが、学生の相互評価であるピア評価



はよくなかったと考える学生が多かった。

一般線形化モデルによる解析を行うと、こ

れらの回答結果と最終成績の間に関連はみ

られなかった。ピア評価においてグループ

内で相談して全員に同じ点数を付けること

を「談合」と呼んだが、談合を行わなかっ

た学生は他のグループより成績が良かった

(p＜0.049)。 

本科目の成績は 4 年次に行われる CBT（臨

床実習開始前の共用試験）成績と相関し、

特に症例形式問題の成績向上に寄与してい

る可能性がある。 

 

(3)大事故を想定したトリアージ訓練 

医学部 4年を対象に 6名一組のトリアージ

チームを組み、大規模交通災害が起こった

現場を想定したシナリオを用いた。ここで

は 1学年全員が役割分担を与えられ参加す

る必要があり、病院のドクターカーを動員

したり、ムラージュ（外傷のメークアップ）

を取り入れたり、原発事故を受けて除染訓

練も取り入れるなど、実践的な訓練が行わ

れた。 

 

(4) Advanced OSCE のステーション新設と

評価項目の設定 

Advanced OSCE は、6年次において毎年実施

している実技試験であるが、本学ではもと

もと胸部、腹部、神経、小児、基本診療手

技（縫合・手洗い・ガウンテクニック・採

血）などの課題を行っていたが、今回新し

く「死亡確認」のステーションを導入した。

ここでは医師だけでなく、看護師、患者家

族を含めたシナリオおよび評価項目を策定

し、実技試験として運営することができた。

幸運にも実際に使用していた手術室や ICU

が改築により移転したため後をシミュレー

ションラボとして改築し、より臨場感のあ

るステーション設営ができるようになった。

さらに医療面接ステーションも多職種とい

う観点から、実際の遺伝カウンセラーにク

ライアント役で参加してもらい「遺伝相談」

として評価項目を策定した。これらの実技

試験内容は受験者全員ビデオ録画し、評価

するシステムを構築した。 

これらの教育プログラムにより、本学では

卒業までに必ずチーム医療や医療安全を疑

似体験する環境が整い、当初の目的であっ

た多職種医療人に対してチーム医療に基づ

いた医療安全教育のプログラムが確立でき

たものと考える。 
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